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気候予測データセット2022







主な活動
• DS2022公開サイトの追加コンテンツ作成





新規データセット：d4PDF５km版







DIASワークショップ
• DIAS解析環境を利用して、いくつかのデータの解析・可視化を
体験してもらいました

• 解析環境は共同研究課題で利用可能なものとほぼ同じ環境に
なっています

• 来年度以降も同様の取り組みを計画していますので、取り上げ
てほしいデータセット、解析・可視化の体験に関して、リクエ
ストをお待ちしています



DIASワークショップ

• 実際にDIASの解析環境を使って、データ解析の体験をしていただくワークショッ
プです。

• 今年度は気候予測データセット（海洋、大気）やひまわりデータを題材にして、
linux環境での解析やJupyter labを用いた解析をしました。

• 来年度以降も同様の企画を検討していますので、扱ってほしいデータや共同研究
課題にむけたお試し利用の希望があればお知らせください。



オープンプラットフォームの構築
課題 内容

内部課題 定義：DIAS事業参画者が実施する課題（システム管理、サービス運用も含む）
＃政策的に必要な課題も含む

共同研究課題 定義：外部利用者とDIAS事業参画者との協働で実施する課題
利用料：原則無償（有償も可）
研究費：なし（双方持ち寄り）
成 果：原則公開
＃DIAS事業内の研究者とDIAS事業参画者との共同研究契約に基づく

大学等の共同利用公募のように、申請希望者は、申請前にDIAS事業参画者と打合せを
行い、DIAS事業参画者と連名で申請することを条件とする

外部利用課題 定義：外部利用者が実施する課題
利用料：原則有償
成 果：非公開も可

#将来的には、代理店に一定枠を与え、きめ細かいサービスの実施を検
討

#直接契約ができるものは先行して開始も検討



共同研究課題の募集開始

• 共同研究課題の募集を開始しました
• DIASプロジェクト参画者との共同研究として、研究開発を進める課題の提案をお
待ちしています

• 申請期間：随時
• 利用目的：研究開発（商用利用は対象外）
• 経費・利用料：なし（双方分担型）
• 成果：原則公開

• 申請に際しては事前に関係者に連絡いただければ相談に応じます
• https://diasjp.net/joint-research/



そのほかJAMSTECにおける最近のとりくみ

• イベントアトリビューションに関する研究
• 猛暑時の高温に関する温暖化の寄与についてのプレスリリースをしました

• 新しいプロジェクトが始まりました
• 世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）

• 地球システム変動と海洋生態系
• CREST「海洋カーボン」

• 海洋貯留による藻場吸収源デジタルツイン構築






	海洋研究開発機構における�気候変動に関連した�最近の取り組み
	気候予測データセット2022
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	主な活動
	スライド番号 6
	新規データセット：d4PDF５km版
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	DIASワークショップ
	DIASワークショップ
	オープンプラットフォームの構築
	共同研究課題の募集開始
	そのほかJAMSTECにおける最近のとりくみ
	スライド番号 15
	スライド番号 16

